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的アナログ尺度（visual analogue scale: VAS）を用いて挿入時、検査中、検査後の苦痛度（0：
楽-50：EGDと同等-100：苦痛）を評価した。
【結果】
　Vater乳 頭 の 視 覚 化 率 はFUSE群 が83.4 ％ （86/103）、EGD群 が34.7 ％ （363/1045）と
FUSE群が有意に高値であった（P＜0.001）。幽門輪・十二指腸球部前壁側接合部の視覚化
率はFUSE群が86.4％ （89/103）、EGD群が7.1％ （74/1045）とFUSE群が有意に高値であっ
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